
メニュー（事業主体） 支援内容 補助額（補助率）

① 農地活用施策のｺーﾃ゙ｨﾈ
ﾄー（県）

地域主導の話合いを促し、守るべき農地

の明確化とその維持・活用に向けた事業

メニュー等を提案 
地元負担なし 

② 新たな担い手を呼び込
むための支援（県） 

ア 不耕作農地の短期保全管理支援 

イ 地域での就農受入体制を情報発信 

ウ 草刈作業の省力化支援 

③ 小規模農家の営農継続
や担い手への農地集積

支援（ＪＡ出資法人、NPO

法人、農業法人等/市町）

ア 小規模農家の農作業をサポートする

農業法人等に活動費を助成

イ いきいき農地ﾊ゙ﾝｸ方式による営農継

続や農地流動化、担い手への集積に

向けた地域活動に対し定額助成

ア 上限５０万円 

（1/２以内等）

イ 定額（面積、活用

率等による） 

④ 耕作を引き受けた担
い手への支援（担い

手等） 

ア 規模を拡大する際に必要となる農業

機械の導入費を助成

イ 作物の生産・販売など規模拡大にか

かる人件費等を助成 

ア 上限300万円 

（1/3以内等）

イ １２０万円/年 

①  コーディネーターが地域の話合いを促し、地域の現状や課題を共有。 
  地域とコーディネーターで農地の利用計画や、地域と担い手の役割分担を整理。 

“ ”地域の合意に基づき活用すべき農地の全てを一括して農地バンクへ貸付け。 

※当面自作を希望する自給的農家の農地もまるごと借受け 
②  担い手（地域農地管理者）がいない地域では・・・ 
ア 担い手が確保できるまでの間、不耕作農地の保全管理を最寄りの農家に委託。 

  イ 新規就農者や企業など新たな担い手の呼び込みに向け、技術習得や住宅支援など地域で

の受入体制をとりまとめ、就農支援センターや農業サイトなどで情報発信。 

  ウ 担い手支援のため、草刈の体制づくりに取り組む地域にラジコン式草刈機等を貸出し。 

③  地域内外の人材を活用した小規模農家へのｻﾎ゚ーﾄや担い手への農地集積に向けた活動を実施。
④  機械導入や人材確保、基盤整備事業、多面的機能支払交付金、機構集積協力金などの関連施
策を利用し、地域と耕作を引き受けた担い手が、役割分担に基づき農地を有効活用。

現状把握と話し合い

「いきいき農地バンク方式」で 
田んぼとむらの問題を解決しませんか？

農地利用のゾーニング 役割分担による農地の有効活用

非農地化

担い手Ａ（ＪＡ出資法人）

当面自作を希望

する農家

認定新規就農者B

１ 取組イメージ

２ いきいき農地バンク方式推進事業の支援メニュー

○  兵庫県農業経営課 いきいき農地バンク推進事業担当 Tel: 078-362-4035
○  各市町農政担当課、県内10箇所にある最寄りの農林振興事務所まで。 




